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今
号
か
ら
休
館
中
の
活
動
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
進
捗
を
、
連
載
で

お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
最
終
開
館
日
、
令
和
５
年

（
２
０
２
３
）９
月
30
日（
土
）に
実
施
し
た
休
館
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様
子
か
ら
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
特
別
展「
水
木
し
げ
る
の
百
鬼
夜
行
展
」の
会
期
が
終
了
し
て
い
た

た
め
、
ひ
っ
そ
り
と
さ
び
し
く
休
館
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
…
と
い
う
私
た
ち
の
心
配
と
は
裏
腹
に
、
当
日
は
な
ん
と
３
５
０
名
も
の

方
た
ち
が
来
場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
階
段
上
ま
で
ぎ
っ
し
り
。
午
後
４
時
過
ぎ
に
始
ま
っ
た
式
典
は
、
名
古

屋
市
立
大
学
の
学
生
が
ま
と
め
た「
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」の
上

映
、
館
内
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
募
っ
た
博
物
館
の「
思
い
出
メ

ッ
セ
ー
ジ
」紹
介（
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中
）、
そ
し
て
ロ
ダ
ン
の「
考

え
る
人
」出
発
式
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
歴
代
特
別
展
入
場
者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
の
反
応
が
大
き
く
、

ベ
ス
ト
３
の
発
表
で
は
会
場
か
ら
ど
よ
め
き
が
起
き
、
当
時
の
思
い
出

を
語
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
前
庭
で
の
名
古

屋
市
汐
路
消
防
団
に
よ
る
放
水
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
空
高
く
弧
を
描
く

放
水
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
閉
館
時
刻
が
訪
れ
ま
す
。
小
林
史
郎
館

長
の
号
令
に
よ
っ
て
正
面
玄
関
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て

い
く
な
か
、
整
列
し
た
職
員
一
同
が
一
礼
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら「
さ
び
し
い
わ
」と
お
声
掛
け
い
た
だ

き
、
46
年
も
の
あ
ゆ
み
を
経
て
、
博
物
館
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
し
た
。

考
え
る
人
、
出
張
中

考
え
る
人
、
出
張
中

　

休
館
セ
レ
モ
ニ
ー
に
も
立
ち
会
っ
た
ロ
ダ
ン「
考
え
る
人
」は
、
10
月

27
日（
金
）に
梱
包
し
た
あ
と
、
岩
手
県
に
あ
る
陸
前
高
田
市
立
博
物
館

へ
輸
送
さ
れ
、
無
事
に
ロ
ビ
ー
へ
収
ま
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
同
館
は
、
令
和
４
年（
２
０
２
２
）11
月
５
日（
土
）に
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
の
歴
史
博
物
館
で
す
。「
考
え
る
人
」の
除
幕
式
が

行
わ
れ
た
の
は
、
再
開
館
か
ら
ほ
ぼ
１
年
後
に
あ
た
る
11
月
３
日（
金
・

祝
）。
陸
前
高
田
市
の
皆
さ
ん
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

東
館（
仮
称
）完
成

東
館（
仮
称
）完
成

　

令
和
６
年（
２
０
２
４
）１
月
31
日（
水
）、
地
上
３
階
建
、
鉄
骨
造
の

東
館（
仮
称
）が
完
成
し
ま
し
た
。
資
料
を
安
全
に
そ
し
て
速
や
か
に
納

め
る
た
め
、
こ
の
施
設
に
は
様
々
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
壁
・
床
部
材
の
一
部
に
、
セ
メ
ン
ト
等
を
成
型
し
た
状
態
で
納

品
さ
れ
る
軽
量
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル（
Ａ
Ｌ
Ｃ
）を
採
用
し
た

の
は
、
文
化
財
に
悪
影
響
を
与
え
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の
発
生
を
抑
え
る
た

め
で
す
。
そ
の
ほ
か
特
筆
し
た
い
の
は
収
蔵
庫
内
に
使
用
さ
れ
る
木
材

の
こ
と
。
収
蔵
庫
の
内
装
材
と
し
て
長
年
多
用
さ
れ
て
き
た
木
材
で
す

が
、
金
属
性
顔
料
を
変
色
さ
せ
る
有
機
酸
を
放
出
す
る
こ
と
が
、
近
年

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
内
装
に
は
、
不
燃
か
つ
調
湿
機
能
を

備
え
る
無
機
質
系
ボ
ー
ド
を
貼
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

も
木
材
が
必
要
な
部
分
が
出
て
き
ま
す
。
今
回
、
こ
の
部
分
に
は
、
有

機
酸
が
出
に
く
い
熊
本
県
産
の
小お

国ぐ
に

杉す
ぎ

を
使
用
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
原

木
か
ら
柾ま

さ

目め

で
節ふ

し

の
少
な
い
部
位
を
切
り
出
し
た
う
え（
節
か
ら
は
有

機
酸
が
出
や
す
い
）、
安
定
し
た
湿
度
環
境
を
保
つ
た
め
に
含
水
率
13

％
以
下
に
な
る
よ
う
、
充
分
に
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

入
念
な
注
意
を
払
っ
て
よ
う
や
く
完
成
。
こ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
か
け
て

全
資
料
の
引
っ
越
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
様
子
は
次
号
に
て
。

第 19 図　高雄山（京都府京都市）

名古屋市役所本庁舎新築と
記念煙草セット

（
次
ペ
ー
ジ
へ
↓
）

リニューアル
レポート　１

山本梅逸筆
「西国名所真景図帖」

山本梅逸筆
「西国名所
　真景図帖」

山田伸彦

　

特
別
展
入
場
者
ラ
ン
キ
ン
グ

ベ
ス
ト
１　
「
大
英
博
物
館　

永
遠
の
美
と
生
命　

古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
年
…
２
０
５
，
９
１
５
人

ベ
ス
ト
２　
「
中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
」（
開
館
記
念
展
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
７
年
…
１
８
６
，
０
１
７
人

ベ
ス
ト
３　
「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
９
年
…
１
７
７
，
４
８
７
人

写真１　休館に入る博物館

写真２
「考える人」陸前高田市立博物館展示風景

写真３　東館（仮称）外観

写真４　東館（仮称）床部材（ALC）

写真５　東館（仮称）収蔵庫内装

　

山
本
梅
逸（
１
７
８
３
～
１
８
５
６
）は
地
元
名
古
屋
で
は
も
と
よ

り
、
京
都
・
江
戸
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表

す
る
南
画
家
の
一
人
で
あ
る
。
花
鳥
画
の
名
手
と
し
て
特
に
有
名
で

あ
る
が
、
山
水
画
に
も
す
ぐ
れ
た
作
品
を
残
し
て
お
り
、
日
本
の
風

景
を
描
い
た
い
わ
ゆ
る「
真
景
図
」の
作
例
も
多
い
。
今
回
紹
介
す
る

資
料
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
近
畿
地
方
か
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
名
勝
を

描
い
た
画
稿
で
あ
る
。
各
図
は
見
開
き
の
左
右
ペ
ー
ジ
が
匡
隔
で
二

つ
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
版
下
原
稿
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
出
版
さ
れ

た
形
跡
は
な
い
が
、
名
古
屋
で
出
版
さ
れ
た
別
の
著
者
の
紀
行
文
の

挿
絵
に
類
図
が
あ
り
、
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
制
作
年
は
梅
逸
が

21
歳
の
享
和
３
年（
１
８
０
３
）、
彼
の
作
品
の
中
で
は
も
っ
と
も
早

い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
名
古
屋
の
画
家
、
織
田
杏
斎

の
所
蔵
品
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
ご
子
孫
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

山
本
梅
逸
は
幼
少
期
よ
り
パ
ト
ロ
ン
で
理
論
的
な
指
導
者
で
も
あ

っ
た
富
商
、
神
谷
天
遊
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
が
そ
の
没
後
、
享
和

２
年（
１
８
０
２
）年
に
同
じ
く
天
遊
の
援
助
を
受
け
て
い
た
中
林
竹

洞
に
誘
わ
れ
て
上
京
。
し
か
し
、
京
都
で
は
芽
が
出
ず
、
翌
享
和
３

年
８
月
竹
洞
の
父
の
逝
去
に
伴
い
名
古
屋
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
冊

子
の
取
材
を
し
た
旅
行
は
、
上
京
中
の
こ
と
か
、
帰
郷
す
る
際
に
先

を
急
ぐ
竹
洞
と
別
れ
、
梅
逸
が
別
行
動
を
と
っ
た
も
の
か
は
わ
か
ら

な
い
。
巻
末
に「
享
和
三
年
歳
在
癸
亥
冬
十
月　

尾
張
春
園
」と
あ
り

（
春
園
は
梅
逸
の
初
号
）、
成
立
は
帰
郷
後
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

表
題
は
な
く
、
名
称
は
受
贈
の
際
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
奥
付

に
旧
蔵
者
ら
し
い「
篤
風
斎
」な
る
人
物
の
名
が
あ
る
が
詳
細
は
不
明

で
、
杏
斎
以
前
の
伝
来
は
わ
か
ら
な
い
。
描
か
れ
た
風
景
画
は
21

図
。
第
19
図
の
高
雄
山
図
の
み
着
色
。
他
は
墨
画
。
各
丁
の
順
番
に

入
れ
替
わ
り
は
な
く
、
欠
落
し
た
丁
も
な
い
よ
う
だ
が
、
構
成
と
し

て
、
ま
ず
滋
賀
県
大
津
市
の
瀬
田
川
河
口
周
辺
か
ら
始
ま
っ
て
か
ら

兵
庫
県
神
戸
市
の
生
田
社
へ
と
と
び
、
山
口
県
岩
国
市
の
錦
帯
橋
ま

で
の
海
路
を
順
に
た
ど
っ
た
後
、
ま
た
琵
琶
湖
周
辺
に
大
き
く
戻
る

と
い
う
よ
う
に
地
理
的
な
順
序
に
脈
絡
が
な
く
、
完
成
原
稿
で
あ
る

か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

　

厳
島
神
社
や
錦
帯
橋
と
い
っ
た
名
所
も
、
そ
の
特
徴
を
誇
張
す
る

こ
と
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
写
さ
れ
て
い
る
。
現
地
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
錦
帯
橋
に
つ
い
て
は
橋
の
向
こ
う
側
に
描
か
れ
た
山
の
稜
線
も

正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
遠
景
を
中
心
に
描
く
際
は
水
平

線
・
地
平
線
を
画
面
中
央
に
引
く
傾
向
が
見
ら
れ
、
近
景
を
描
く
場

合
で
も
実
際
の
作
者
の
視
点
よ
り
は
高
い
位
置
か
ら
見
お
ろ
す
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
宮
島
・
錦
帯
橋
に
つ
い
て
は
現
地
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
図
の
よ
う
に
風
景
を
見
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
る
高

台
は
な
か
っ
た
。
梅
逸
は
西
洋
画
の
遠
近
法
を
学
ん
で
は
お
ら
ず
、

奥
行
き
の
表
現
に
ど
う
し
て
も
伝
統
的
な
鳥
瞰
図
の
視
点
を
取
り
入

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
質
感
の
描
出
も
伝
統
的
な
中

国
画
の
技
法
に
よ
っ
て
い
る
。
山
の
多
く
は
米
点
と
い
う
点
描
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
崖
の
岩
肌
に
は
斧ふ

壁へ
き

皴し
ゅ
ん

と
い
う
ヒ
ダ
に
点
描
を
施

し
て
い
る
。
高
雄
山
の
紅
葉
も
記
号
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
↓
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

１

津
田　

卓
子



「帝冠様式」の名古屋市役所本庁舎

　現在の名古屋市役所本庁舎は、明治 22 年（1889）に名

古屋市が誕生して以来、３代目の建物となる。昭和３年

（1928）に行われた昭和天皇の御大典記念事業として、そ

の建設が計画された。昭和６年（1931）に着工し、昭和８

年（1933）９月６日に竣工した。鉄骨鉄筋コンクリート造

で地上５階・地下１階建てである。

　建物の外観を特徴づけるのは、西側正面の中央に備えら

れた高い塔屋である。その頂部には銅瓦葺きの二重屋根が

架けられ、計９体の鯱が載せられている。これは市役所か

ら直線距離で約 800 メートル西方にある、名古屋城大天

守の屋根を強く意識したものである。高層建築が少なかっ

た当時は、両者が同時に視野に入ることもあり、景観の調

和も考慮されたはずである。５階の上のパラペット（屋上

写真１　完成から４年後の名古屋市役所本庁舎
　　　　「名古屋汎太平洋平和博覧会絵葉書」より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和 12 年（1937）　当館蔵

の低い手すり状の部分）は黄土色の瓦葺きで、建物全体を

和風に見せている（写真１）。

　洋風のビルディングに和風の屋根を載せる建築は、のち

に「帝
てい

冠
かん

様式」と呼ばれた。この様式は昭和初期に流行し、

特に役所などの公共建築にとり入れられた。ほかに代表的

な建物としては、神奈川県庁舎、旧軍人会館（現・九段会

館テラス）、旧東京帝室博物館本館（現・東京国立博物館本

館）などが挙げられる。

日本陶器製の市庁舎新築記念煙草セット

　昭和８年（1933）10 月１日、この庁舎の落成式が行われ

た。ここで紹介するのは式典の参加者、あるいは関係者に

配られたと思われる、喫煙具のセットである（写真２）。写

真２の左から煙草入れ、マッチ入れ、灰皿、その下のトレ

イの４点セットである。いずれも磁器製で、緑青色の地に

白菊が描かれている。転写紙の技術を使って、ある程度の

数が生産されたはずである。

　トレイの底面には「名古屋市庁舎新築記念　昭和八年十

月一日　日本陶器株式会社謹製」の文字と、庁舎の姿（お

そらく完成予想図）の銘がある（写真３）。煙草入れと灰皿

の底面には、「日本陶器会社　RC　NORITAKE NIPPON 

TOKIKAISHA」の銘が入れられている（写真４）。

　これを製造したのは、日本陶器株式会社（現・ノリタケ

カンパニーリミテド）である。写真４のマークは、大正元

年（1912）から昭和 15 年（1940）までに生産された、国内向

け製品に入れられていたもので、ヤジロベー印と呼ばれ

る。中央の「不」に似た形のヤジロベーは、「バランスのと

れた経営」をあらわしているという。また "RC" は "Royal 

Crockery" の略で、「高級食器」を意味している。 

高級食器製造・販売による日本陶器会社の成長

　同社の前身である日本陶器合名会社は、明治 37 年

（1904）に現・名古屋市西区則武新町に設立された。白生

地・硬質磁器の製造技術を確立し、米国などへ輸出するた

めのファンシーウェア（花瓶、磁器製の人形など）、洋食器

（ディナーセット、コーヒーカップセットなど）の製造で業

績を伸ばしていった。明治 41 年（1908）には国内向けの製

造・販売も開始された。同社製の食器は白色度が高く、薄

手であることが特徴であった。本社の所在地を由来とする

ブランド「ノリタケ」は、世界市場でも注目を集めるまでに

成長していった。日本陶器株式会社と改称したのは大正６

年（1917）である。

　昭和４年（1929）から始まった世界恐慌は、同社にも大

きな影響を与えた。世界の有力国は自国の産業を保護する

ため、自由貿易から保護貿易に政策を転じた。その結果、

各国が市場・原料供給地などを囲い込むブロック経済が形

成された。

　輸入品には高い関税がかけられたため、日本陶器会社は

経営路線の転換に迫られた。その対策として打ち出された

のが、米国以外への輸出拡大、国内向けの磁器製和食器の

製造であった。後者は昭和６年（1931）に開始され、底面

には写真４に見られるヤジロベー印などが入れられた。名

古屋市役所本庁舎が新築されたのは、このような情勢下で

あった。

建物にも喫煙具にも、「日本らしさ」が求められた時代

　昭和 13 年（1938）、市役所の南隣に愛知県庁舎が完成し

た。これも帝冠様式で、東側を除く三方の屋上に、銅瓦葺

きの城郭風屋根が載せられた。名古屋城大天守の屋根の形

状を、市役所庁舎よりも強くとり入れたものである。この

様式の大規模建築が２つ並ぶことで、名古屋には他都市に

はない独特の景観がつくり出された（写真５）。両庁舎はと

もに平成 26 年（2014）に、重要文化財に指定されている。

　名古屋市役所本庁舎は、西洋の技術であるビルディング

に、「日本らしさ」を取り入れようとする風潮の中で建てら

れた。その落成式の記念品として制作された煙草セットは、

表面は菊花の文様で覆われ、日本風を意識している。一方

で、洋食器メーカーらしい派手さも十分に残している。偶

然の一致であろうが、この煙草セットも、西洋的な工業製

品に「日本らしさ」を主張させようとする意匠であった。

写真２　名古屋市庁舎新築記念煙草セット　１組　昭和８年（1933）　日本陶器株式会社製造　藤木幸尾氏寄贈
写真５　名古屋市役所と愛知県庁絵葉書（部分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 昭和 35 年（1960）ごろ　個人蔵

第 12 図　磐台寺（広島県福山市）

第 18 図　錦帯橋（山口県岩国市）

写真３　トレイの底面銘

写真４　灰皿の底面銘
　　　　トレイの銘より一回り小さい

名古屋市役所
本庁舎新築と
記念煙草セット

小西 恒典

　

江
戸
時
代
後
期
、
日
本
人
は
旧
来
の
名
所
絵
に
描
か
れ
た
記
号
的

な
風
景
表
現
に
飽
き
た
ら
ず
、
西
洋
的
な
遠
近
法
を
取
入
れ
た
写
実

的
な
風
景
画
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
見
た
こ
と
の
な
い
中

国
の
霊
山
や
胸

き
ょ
う
ち
ゅ
う
の
き
ゅ
う
が
く

中
丘
壑
と
よ
ば
れ
る
画
家
自
ら
の
精
神
世
界
を
山
水

画
の
お
も
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
い
て
い
た
南
画
家
達
も
、
実
際
に

目
に
し
た
日
本
の
風
景
を
作
品
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は

「
真
景
図
」と
現
在
呼
び
習
わ
さ
れ
て
お
り
、
画
家
自
身
が
意
識
的
に

そ
の
用
語
を
用
い
た
も
の
と
し
て
は
江
戸
中
期
の
禅
僧
で
書
家
・
画

家
と
し
て
も
活
動
し
た
佚
山（
１
７
０
２
～
１
７
７
８
）に
よ
る
、
宝

暦
９
年（
１
７
５
９
）の「
豊
前
国
羅
漢
寺
之
真
景
」が
現
在
知
ら
れ
る

一
番
早
い
例
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
写
実
性
は
あ
ま
り
意
識
さ

れ
ず
、
現
代
人
に
は
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
よ
う
に
見
え
る
。
梅
逸
以

前
に
は
名
古
屋
に
お
け
る
南
画
の
先
駆
者
で
あ
る
丹
羽
嘉
言
も「
神

洲
奇
観
図
」と
題
し
て
写
実
的
な
富
士
を
描
い
た
作
品
を
、
明
和
７

年（
１
７
７
０
）以
降
、
何
例
か
描
い
て
い
る
。

　

南
画
の
真
景
図
の
作
例
と
し
て
本
資
料
が
や
や
異
色
で
あ
る
の

は
、
こ
れ
が
出
版
を
意
図
し
た
版
下
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
い

は
、
当
時
全
国
で
続
々
と
出
版
さ
れ
て
い
た
名
所
図
会
の
一
変
種
と

し
て
と
ら
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　

冒
頭
に
も
記
し
た
が
、
こ
の
画
稿
に
描
か
れ
た
図
と
よ
く
似
た
図

が
別
の
著
者
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
の
商
人
菱
屋
平

七
が
長
崎
ま
で
の
旅
を
つ
づ
っ
た『
筑
紫
紀
行
』で
あ
る
。
梅
逸
の
旅

と
ほ
ぼ
同
時
期
、
享
和
元
年
３
月
16
日
に
名
古
屋
を
旅
立
ち
、
長
崎

見
物
に
出
か
け
た
平
七
が
、
翌
２
年
８
月
に
そ
の
旅
行
記
を
ま
と

め
、
文
化
３
年
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の『
筑
紫
紀
行
』に
は

道
中
の
風
景
の
挿
絵
が
多
く
入
っ
て
い
る
。
図
に
は
絵
師
の
落
款
が

な
く
、
誰
の
作
品
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
う
ち
、「
磐
台
寺
」

「
錦
帯
橋
」の
図
が
梅
逸
の
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
。
梅
逸
の
真
景
図

帖
に
は
平
七
の
行
程
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
の
図
も
あ
り
、
梅
逸
の
旅

が
取
材
の
た
め
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、『
筑
紫
紀
行
』の
挿
図

の
い
く
つ
か
は
梅
逸
自
身
が
手
が
け
た
か
、
少
な
く
と
も
本
資
料
の

図
様
を
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
資
料
は
昨
年
公
開
し
た「
名
古
屋
市
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」に
お
い
て
全
図
の
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
は
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
資
料
全
件
の
資
料
名
を
挙
げ
て
い

る
。
画
像
や
解
説
に
つ
い
て
は
未
掲
載
の
も
の
が
多
い
が
順
次
充
実

さ
せ
て
ゆ
く
の
で
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。『
筑
紫
紀
行
』は
当
館
の

所
蔵
本
は
画
像
未
掲
載
で
あ
る
が
、
当
館
も
連
携
す
る
予
定
の
ジ
ャ

パ
ン
サ
ー
チ
な
ど
の
横
断
検
索
ア
ー
カ
イ
ブ
で
他
館
の
所
蔵
品
が
閲

覧
で
き
る
。
近
年
は
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
が
進
み
研
究
環
境
が
変
化

し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

名
古
屋
市
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://wwwb0.m
usetheque.jp/nagoya_city_m

useum
/

）


